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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　予め設定された、文字列検索条件、過去検査画像のアノテーション情報の文字列、複数
の過去検査画像のアノテーション情報の関連付けられる文字列に基づいて対象文字列を検
索して収集する手段と、
　少なくとも読影レポートと参照画像を表示画面上に表示する表示手段と、
　読影時に参照している医用画像と前記文字列を配したリストとを同時に前記表示手段に
表示させる表示制御手段と、
　前記リストに表示された医用画像によって、収集された文字列の選択肢を限定する選択
手段と、
　前記選択手段で前記リスト中の所望の文字列を選択することにより、当該選択文字列と
その対象となる医用画像を関連付けする手段と、
　前記関連付けする手段で関連付けられた文字列と医用画像を前記読影レポートの作成画
面の所定の位置に貼り付ける手段と、
　前記貼り付けられた文字列に関連付けされた医用画像の画像情報を保管する保管手段と
、
　を具備することを特徴とする読影レポート作成支援システム。
【請求項２】
　前記収集手段は、更に特定の関連情報に従って特定の条件に関連付けられる文字列に基
づいて対象文字列を検索して収集することを特徴とする請求項１に記載の読影レポート作
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成支援システム。
【請求項３】
　前記表示制御手段は、前記表示手段に表示されている参照画像と前記文字列を関連付け
る場合に、前記表示している参照画像の属性に応じて前記リストに配される文字列を変化
させることを特徴とする請求項１に記載の読影レポート作成支援システム。
【請求項４】
　前記表示制御手段は、前記表示手段に表示されているリストに、前記文字列に関連付け
られた画像のみを表示することを特徴とする請求項１に記載の読影レポート作成支援シス
テム。
【請求項５】
　前記表示制御手段は、前記収集された文字列に関連付けられた医用画像が表示手段に表
示されている際に、当該医用画像に前記収集された文字列を表示させることを特徴とする
請求項１に記載の読影レポート作成支援システム。
【請求項６】
　医用画像情報に含まれるアノテーション情報の文字列、読影レポートにおいて医用画像
と関連付けされた文字列の少なくとも１つに対して、特定条件で検索し対象文字列を収集
する収集手段と、
　少なくとも読影レポートと医用画像と前記対照文字列とを表示画面上に表示する表示手
段と、
　前記対照文字列に含まれる文字列を選択するための選択手段と、
　前記選択された文字列を、前記表示されている読影レポートに入力すると共に、この入
力された文字列に前記表示されている医用画像を関連付けする編集手段と、
を備えることを特徴とする読影レポート作成支援システム。
【請求項７】
　前記特定条件は、前記表示されている医用画像の属性情報により決定されることを特徴
とする請求項６に記載の読影レポート作成支援システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は医用情報システムに関し、より詳細には、医用画像診断ワークステーションと
画像診断レポート作成支援システムに使用される読影レポート作成支援システムに関する
ものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、医用画像診断装置、医用画像保管装置、医用画像診断ワークステーション、
画像診断レポート作成支援システムから成るシステムが利用されている。このシステムに
於いて、文字列に医用画像を関連付けしてレポートを作成、保存する技術が知られている
（例えば、下記特許文献１参照）。
【特許文献１】特開２００５－３０１４５３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　前述したように、ユーザは、文字列に医用画像を関連付けして、レポートを作成、保存
することができる。しかしながら、ユーザは、レポートを作成する際、文字列と医用画像
の関連付けを行うために、新たに文字を入力する作業、対象文字列と医用画像の関連付け
作業を行う手間が掛かる。
【０００４】
　具体的には、以下の通りである。ｉ）以前に入力した文字でも再入力する必要があり、
読影効率、レポート作成効率が低下する。ii）同様に、上記で入力した文字列に、キー画
像を貼り付ける必要がある場合、その文字列にキー画像を貼り付ける作業を繰り返す必要
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があり、読影効率が低下する。iii)更に、キー画像を貼り付けた文字列の修正も、煩雑な
作業を必要としている。
【０００５】
　したがって本発明は前記実情に鑑みてなされたものであり、その目的は、キー画像用の
文字列及びそれに関連する画像を収集し、管理することによって、必要なときにキー画像
情報を含むキー画像文字列候補を容易に得ることのできる読影レポート作成支援システム
を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　すなわち本発明は、予め設定された、文字列検索条件、過去検査画像のアノテーション
情報の文字列、複数の過去検査画像のアノテーション情報の関連付けられる文字列に基づ
いて対象文字列を検索して収集する手段と、少なくとも読影レポートと参照画像を表示画
面上に表示する表示手段と、読影時に参照している医用画像と前記文字列を配したリスト
とを同時に前記表示手段に表示させる表示制御手段と、前記リストに表示された医用画像
によって、収集された文字列の選択肢を限定する選択手段と、前記選択手段で前記リスト
中の所望の文字列を選択することにより、当該選択文字列とその対象となる医用画像を関
連付けする手段と、前記関連付けする手段で関連付けられた文字列と医用画像を前記読影
レポートの作成画面の所定の位置に貼り付ける手段と、前記貼り付けられた文字列に関連
付けされた医用画像の画像情報を保管する保管手段と、を具備することを特徴とする。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、キー画像用の文字列及びそれに関連する画像を収集し、管理すること
によって、必要なときにキー画像情報を含むキー画像文字列候補を容易に得ることのでき
る読影レポート作成支援システムを提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　以下、図面を参照して、本発明の実施形態について説明する。
【０００９】
　図１は、本発明の一実施形態に係る医用情報システムの基本構成を示すブロック図であ
る。
【００１０】
　図１に於いて、この医用情報システム１０は、医用画像撮影装置１１と、医用画像保管
装置１２と、医用画像観察装置１３と、医用レポート作成支援システム１４とが、通信回
線（ＬＡＮ）１５上で通信自在に接続されている。
【００１１】
　前記医用画像撮影装置１１は、検査により患者の体内等を撮影して後の読影レポートの
作成に利用される画像データ（医用画像データ）を生成するものである。この医用画像撮
影装置１１としては、例えば、超音波診断装置、内視鏡装置、Ｘ線撮影装置、ＣＴ装置、
ＭＲＩ装置等がある。撮影された画像は、デジタル画像としてＤＩＣＯＭフォーマットで
医用画像保管装置１２へ送信される。
【００１２】
　医用画像保管装置１２は、前記医用画像撮影装置１１によって取得された医用画像デー
タを管理機能部１２ａで関連付けすると共に、データベース１２ｂ及びアーカイブ領域１
２ｃに圧縮、格納して、医用画像データの管理を行う。
【００１３】
　医用画像観察装置１３は、ＣＲＴなどの表示装置に表示される診断画像を表示するため
のものであり、ユーザはここに表示された画像を参照する。
【００１４】
　医用レポート作成支援システム１４は、医用画像観察装置１３で参照される医用画像を
参照して、読影レポートを作成するものである。
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【００１５】
　図２は、図１の医用レポート作成支援システム１４及びその周辺の構成を示したブロッ
ク図である。
【００１６】
　この医用レポート作成支援システム１４は、主にレポート部２０と、サーバ部３０と、
ビューワ部４０とにより構成される。
【００１７】
　レポート部２０は、レポートデータ表示指示部２１と、レポートデータ作成・登録部２
２と、レポートデータベース（ＤＢ）２３と、レポートデータ収集部２４とを有して構成
される。
【００１８】
　レポートデータ表示指示部２１は、ユーザから要求されたレポート情報、作成途中のレ
ポートデータ作成・登録部２２経由のレポートデータや、レポートデータ収集部２４が集
めた情報を表示する。また、その際、必要となった画像の表示指示も出力可能である。或
いは、ユーザが指示する場合、レポートのリンク情報から自動で表示要求を出力すること
もある。更に、後述する画像データ表示部４４からハイパーリンク文字列情報が送られた
場合等は、それを適切に処理する。
【００１９】
　レポートデータ作成・登録部２２は、作成途中のレポートデータを管理し、完成したレ
ポートデータをレポートデータベース２３に渡し、保管する。レポートデータベース２３
は、レポートデータ作成・登録部２２で作成されたレポートデータを保管管理するデータ
ベースである。また、レポートデータ収集部２４は、必要となる過去のレポートデータの
収集・配信、本実施形態の特徴である文字列・画像リンク情報（及びその関係）の収集を
行うものである。
【００２０】
　前記サーバ部３０は、画像データ受信部３１と、データ保管部３２と、画像データベー
ス（ＤＢ）３３と、保管データの配信部３４とを有して構成される。
【００２１】
　画像データ受信部３１は、外部のモダリティ５０からの画像データの受信処理を行い、
その画像を画像データベース３３へ、付帯情報をデータ保管部３２へ、各々適切に処理し
て保管する。データ保管部３２は、前記画像に関連付けられた付帯情報としての文字列（
例えば、レポートＳＩＮＲ情報、キー画像情報、貼付が像と関連している文字列を含む）
を受け取り、適切な場所に書き込み・保管するものである。ここでは、保管場所が決まっ
たとき、削除されたとき、または変更になった場合等、画像データベース３３と通信し、
データベースの修正を行う。複数のＨＤＤやＮＡＳ等がこのデータ保管部３２に相当する
。
【００２２】
　画像データベース３３は、画像データ受信部３１より受信した画像データの一部の付帯
情報の高速アクセスが必要な情報を保管・管理する。保管データの配信部３４は、要求が
あった画像を収集し、要求元に配信する。
【００２３】
　前記ビューワ部４０は、画像データ表示指示部４１と、画像データ情報取得部４２と、
画像データ取得・加工部４３と、画像データ表示部４４とを有して構成される。
【００２４】
　画像データ表示指示部４１は、レポートデータ表示指示部２１からの指示に従って、後
述する画像データ情報取得部４２に対して画像表示要求を行うものである。画像データ情
報取得部４２は、画像データ表示指示部４１の要求に応じて、必要な画像データ収集を行
い、画像データ取得・加工部にその画像情報を供給する。更に、画像に付帯しているアノ
テーション情報等を取得して、その文字列・画像（及びその関係）を収集する。
【００２５】
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　画像データ取得・加工部４３は、画像データ情報取得部４２から供給されたデータを整
理し、画像データを画像データ表示部４４に送る。また、前述した文字列・画像（及びそ
の関係）が収集された情報をリスト等にも加工して、画像データ表示部４４に送る。文字
列に関連する画像を修正する場合には、文字列に関連ある抽出された画像群のみを表示し
、その表示されている画像群の中に関連ある画像を追加、修正、削除する。更に、操作さ
れたリストの要求を実行し、読影レポートに貼り付ける文字列の生成・その文字列との画
像の組合せ等の情報を、画像データ表示部４４に送る。画像データ表示部４４は、画像デ
ータ取得・加工部４３から送られた画像データとリストを、表示指示に基づいて表示する
。また、レポート部２０にハイパーリンク文字列として渡すべき情報等を送付する。
【００２６】
　次に、このように構成された医用情報システムの文字列収集処理の動作について、図３
のフローチャートを参照して説明する。
【００２７】
　医用レポート作成支援システム１４に於いて、ユーザが読影レポートを作成する際、ビ
ューワ部４０の画像データ表示部４４に、レポート作成画面が表示されると共に、参照情
報として読影画像が表示される。ここで、読影レポートに記入する書誌的事項については
、基本的にユーザのキーボード操作やポインティングデバイス（マウス）による入力によ
って行われるが、予め登録された情報を選択、指定して入力するようにしてもよい。
【００２８】
　そして、図４に示されるようなビューワ６０の画面６１に表示された読影レポートには
、ユーザが読影画像に対するコメントを記入するように操作することで、記入欄に入力さ
れた文字列が配列される。この文字列が配列された状態で、表示すべき文字列情報、例え
ばハイパーリンク情報やアノテーション情報が収集されて、特定の文字列にリンク付けす
る処理が、レポートデータ表示指示部２１により行われる（ステップＳ１）。例えば、画
面６１に示されるように、読影レポートの作成画面にてリンク付けしようとする文字列に
カーソルを合わせてリンク対応範囲を特定する。そして、画面上部に表示されている選択
釦６１１がマウス等で押されると、複数のモードの中から所望のモード、例えば前記文字
列情報の収集に移行する。
【００２９】
　ここで、収集された文字列情報が存在するか否かが判定される（ステップＳ２）。その
結果、当該文字列情報が存在する場合は、例えば、画面６１の下側に、その存在する文字
列情報が、適切な形式のリスト６１２（後述する図９参照）として表示される（ステップ
Ｓ３）。ここで、必要となる過去のレポートデータの収集・配信や、後述する文字列情報
と画像リンク情報（及びその関係）の収集は、レポートデータ収集部２４によって行われ
る。
【００３０】
　このレポートデータ収集部２４では、例えば、同一患者の過去検査画像のアノテーショ
ン情報の文字列、複数の過去検査画像のアノテーション情報の頻繁に用いられた関連付け
られる文字列が収集管理される。また、特定の関連情報（ＤＩＣＯＭ付帯情報等）、特定
の条件で、例えば、モダリティ、被検体の部位、過去のキー画像と同じ場所がわかる場合
はその撮影位置に関連付けられる文字列等を基に、対象文字列が収集管理される。
【００３１】
　そして、ユーザから要求されたレポート情報、作成途中のレポートデータやレポートデ
ータ収集部２４によって集められた文字列情報が、レポートデータ表示指示部２１に表示
される。
【００３２】
　その後、ステップＳ４にて、選択されたアノテーション文字列またはハイパーリンク文
字列、更に必要な場合は画像等がセットにされて、レポートデータ表示指示部２１に送ら
れる。そして、ハイパーリンクされた文字列と画像が、レポート作成画面の所定の位置に
貼り付けられる。この貼り付け位置は、ユーザが予め設定した場所、文章の最後尾、カー
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ソルがある行の最後等、種々考えられる。
【００３３】
　尚、読影時に画像と同時に前記収集文字列に関連付いている画像に、その内容がわかる
印を付して表示することも可能である。例えば、画面６２に参照している収集文字列に関
連付いている画像上に、色や枠６２３、或いは文字列６２４等を表示するようにして、他
のハイパーリンクされている画像とそうでない画像とを判別できるようにしてもよい。
【００３４】
　一方、収集された文字列情報が存在しない場合は、何も画面６１には表示されない（ス
テップＳ５）。
【００３５】
　こうして、本シーケンスが終了する。
【００３６】
　尚、レポートデータ表示指示部２１に表示された作成途中のレポートデータは、レポー
トデータ作成・登録部２２にて管理され、完成したレポートデータはレポートデータベー
ス２３に送られて保管される。
【００３７】
　ここで、読影画像に関連付けられた文字列情報の表示について説明する。
【００３８】
　図５は、収集されたアノテーション文字列情報の例を示したもので、ここでは、「前回
」、「注意」、…といった文字列がある。このアノテーション文字列が表示される条件と
しては、それぞれ、「ＣＴ」、「過去の検査がある場合」、…という関連付けがある。
【００３９】
　同様に、図６は、収集されたハイパーリンク文字列情報の例を示している。ここでは、
「前回のＣＴ検査と比較して」、「前回のＭＲ検査と比較して今回は」、「前回のＣＴ、
前々回のＭＲ検査と比較して」、…という文字列がある。この場合の表示条件としては、
それぞれ、「ＣＴ」、「過去の検査がある場合」、「過去の検査がない場合」、…が関連
付けられている。
【００４０】
　ところで、レポートデータ表示指示部２１によって、読影時に現在見ている画像と前記
収集した文字列を関連付けてハイパーリンク文字列が生成されるが、現在表示している画
像毎に関連付けられる文字列は異なる場合もある。つまり、表示している画像の属性（Ｄ
ＩＣＯＭ付帯情報）に応じて、必要であろう文字列は異なるからである。例えば、ＣＴの
画像に文字列を貼り付けようとしている場合は、ＭＲ関連の文字列は表示する必要はない
ので、これらの文字列は表示されないようにする。このように、ハイパーリンク文字列情
報の表示条件は変化する。或いは、これとは反対に、表示条件による文字列情報を収集し
ておいてもよい。
【００４１】
　図７は、ハイパーリンク文字列に関連付けられた画像を確認するための画像の表示例を
示している。これらは、例えば、図５に示されたようなハイパーリンク文字列に関連付け
られて、それぞれの画像として表示されるようになっている。ここで、１つのハイパーリ
ンク文字列に対応する画像は、２つ以上であっても構わない。また、表示されている画像
群の中に関連ある画像は、追加や修正、削除することが可能である。
【００４２】
　図８は、収集されたハイパーリンク文字列の使用回数が表示条件とされている例を示し
たものである。ここでは、ハイパーリンク文字列として、「前回のＣＴ検査と比較して」
、「前回のＭＲ検査と比較して今回は」、「前回のＣＴ、前々回のＭＲ検査と比較して」
、…がある。そして、これらの文字列が過去に何回使用されたかが回数で示されている。
この場合、それぞれ、「７８回」、「２１回」、「１０回」、…であり、その使用された
回数の多い順に表示されるようになっている。
【００４３】
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　また、前述した図３のフローチャートのステップＳ３に於いて、表示される文字列のリ
ストの具体例が、図９に示される。この場合、項目１，２，３，４，…に対してそれぞれ
の文字列及び画像が対応付けられており、前述したように、使用された回数の多い順に表
示される。
【００４４】
　そして、ハイパーリンクをする項目に対して、ユーザがマウス等でチェックマークを付
すことにより、ハイパーリンクされた所望の文字列と、画像が存在する場合はその文字列
に対応付けられた画像が選択されたことになる。例えば、この図９のリストの場合は、項
目２の文字列が選択されたことを表している。
【００４５】
　また、前述したように、１つのハイパーリンク文字列に対応する画像は、１つに限られ
るものではなく、複数の画像がリンクされてリスト上に表示されるようにしてもよい。例
えば、ハイパーリンク文字列に「今回と過去とを比較」があるとして、この文字列に対応
付けられて今回の画像と過去の画像の２つがリスト上に表示される。そして、前記文字列
が選択されると、選択された文字列と共に２つの画像がハイパーリンクされる。この場合
、特定の文字列が選択された場合にハイパーリンクされる画像を常に複数対応付けるよう
にすればよい。或いは、ハイパーリンクされる画像が特定の画像である場合は、常に他の
特定画像も対応付けられて表示されるようにしてもよい。例えば、今回の画像として画面
６３に特定画像が表示された場合は、常に過去の画像がハイパーリンクされるようにして
もよい。
【００４６】
　図１０は、前述したようにハイパーリンクされた文字列に含まれる画像情報の例を示し
た図である。それぞれの画像リンク情報に対して、図示されるように、画像パス（ＰＡＴ
Ｈ）が対応付けられている。
【００４７】
　例えば、レポートの作成時、ユーザは画面６１にて読影レポートに文字列を記入しなが
ら、画面６２にて今回の画像を見ている。そして、所望の画像を作成中の文字列にハイパ
ーリンクさせようとする場合、例えば、画面上部に表示されている選択釦６２１がマウス
等で押されると所望のモードが選択される。すると、画面６１の下側に、その存在する文
字列情報が、図９に示されるような形式のリスト６２２として表示される。
【００４８】
　ここで、選択された文字列情報が今回と過去の比較であった場合、画面６２に表示され
ている今回の画像と画面６３に表示された過去の画像の両方が、レポート上にハイパーリ
ンクされる。
【００４９】
　また、レポート作成時等、再確認のために、ある文字列にハイパーリンクされた画像の
前後の範囲を設定しておくと、その範囲でそれらの画像のみを表示するようにすることも
できる。或いは、ハイパーリンクが設定された範囲のみの画像だけを読むことができるよ
うにすることも可能である。この場合、画像へのアノテーション、マーク、クリック、ダ
ブルクリック等により、その画像の情報を読影中に集めて、ハイパーリンクする画像の候
補とする。このハイパーリンクする画像候補は、図４に示されるように、スクロールバー
に表示されるようにしてもよい。更に、貼り付けられ編集された情報も、フィードバック
して、リアルタイムにリストの選択肢に入れるようにしてもよい。
【００５０】
　このように、予め用意された文字列と医用画像の関連付けが行われていることにより、
既存のレポート文字列を流用することができ、編集のみで医用画像との関連付けを終得る
ことが出来るので、レポート作成効率の向上に貢献することができる。
【００５１】
　以上、本発明の実施形態について説明したが、本発明は上述した実施形態に限定される
ものではなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲で種々の変形実施が可能であるのは勿論で
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【００５２】
　更に、上述した実施形態には種々の段階の発明が含まれており、開示される複数の構成
要件の適当な組合せにより種々の発明が抽出され得る。例えば、実施形態に示される全構
成要件から幾つかの構成要件が削除されても、或いは実施形態に示される構成要件が幾つ
か組合わされても、発明が解決しようとする課題の欄で述べた課題が解決でき、発明の効
果の欄で述べられている効果が得られる場合には、この構成要件が削除された構成も発明
として抽出され得る。
【図面の簡単な説明】
【００５３】
【図１】本発明の一実施形態に係る医用情報システムの基本構成を示すブロック図である
。
【図２】図１の医用レポート作成支援システム１４及びその周辺の構成を示したブロック
図である。
【図３】医用情報システムの文字列収集処理の動作について説明するためのフローチャー
トである。
【図４】ビューワ６０の表示例を示した図である。
【図５】収集されたアノテーション文字列情報の例を示した図である。
【図６】収集されたハイパーリンク文字列情報の例を示した図である。
【図７】ハイパーリンク文字列に関連付けられた画像を確認するための画像の表示例を示
した図である。
【図８】収集されたハイパーリンク文字列の使用回数が表示条件とされている例を示した
図である。
【図９】表示される文字列のリストの具体例を示した図である。
【図１０】ハイパーリンクされた文字列に含まれる画像情報の例を示した図である。
【符号の説明】
【００５４】
　１０…医用情報システム、１１…医用画像撮影装置、１２…医用画像保管装置、１２ａ
…管理機能部、１２ｂ…データベース、１２ｃ…アーカイブ領域、１３…医用画像観察装
置、１４…医用レポート作成支援システム、１５…通信回線（ＬＡＮ）、２０…レポート
部、２１…レポートデータ表示指示部、２２…レポートデータ作成・登録部、２３…レポ
ートデータベース（ＤＢ）、２４…レポートデータ収集部、３０…サーバ部、３１…画像
データ受信部、３２…データ保管部、３３…画像データベース（ＤＢ）、３４…保管デー
タの配信部、４０…ビューワ部、４１…画像データ表示指示部、４２…画像データ情報取
得部、４３…画像データ取得・加工部、４４…画像データ表示部、５０…モダリティ。
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